
平成２６年度女性まちづくり講座 まち・きらきらセミナー 第１回概要 

日 時：平成２６年５月３０日（金）１８：００～２０：００ 

場 所：市民活動ネットワークセンターみさわ 第１、２会議室 

参加者：別紙のとおり 

 

１．講師 ＮＰＯ法人 あおもりＮＰＯサポートセンター 理事長 田中 弘子 氏 

２．テーマ まち・きらきらセミナー ～出会う つながる 動き出す～ 

３．内容 ◆まち・きらきらセミナーについて◆ 

平成２１年度から開催しており、今年で６回目。１年目、２年目は参加者が三沢の魅力を話

し合い、情報紙を作成。３年目は三沢の特産品を使ったレシピを作成し、広報紙や市ＨＰに掲

載。４年目は三沢の魅力を再発見ということで、各グループでテーマを決めて発表。５年目は

三沢市の魅力をどう伝えるかを考え、「英語で料理教室」「温泉ツアー」「廣澤安任の紙芝居」の

３つの企画を考えた。今年度は昨年度企画したものをぜひ実践するところまでいきたい。この

活動を通して、みなさんのネットワークを広げていければと考えている。 

 

◆受講生自己紹介◆ 

 簡単に自己紹介をしていただいた。 

 

◆講師紹介◆ 

弘前市において女性初の行政管理職として、中央公民館長・市民会館館長を務め、在職中よ

り各種ボランティア活動に積極的に取組み、まちづくりや人づくりのネットワークを推進して

いる。また、きらきらセミナー第１弾、第４弾、第５弾の講師であり、今回は女性の視点を生

かしたまちづくり、情報発信などについてご指導していただく。 

 

◆昨年度の発表◆ 

＜斗南藩＞ 

第４弾の時に廣澤安任と六十九種草堂を取り上げ、どうやって伝えるかを考えた。人形劇、

紙芝居などいろいろな方法があるが、小学生がわかりやすいように紙芝居にしてはどうかとい

うことでストーリーを考え、小さい紙芝居を作成。実際に小学校等に出向いて読み聞かせをし

たい。 

＜温泉イベント＞ 

三沢には温泉がいっぱいあるが、知らない人が多い。三沢にいながら旅行気分を味わっても 

らいたいと思い、温泉と陶芸を組み合わせたツアーを企画。ぐるっとバスを利用して１回だけ

ではなく、１年間通していろいろと企画していきたい。 

＜きらきらし隊（英語でレシピ）＞ 

三沢といえば米軍基地、ごぼう、長いも、ほっき。三沢の名産品と英語のコラボレーション

として三沢のケーブルテレビを使った料理番組を作ったらおもしろいのでは？と思ったが、番

組を作るのは大変難しく、料理教室を実施。昨年度１回実施した。作ったメニューは「三沢い

なり」「キャロットパンケーキ」「ほっきスープ」。親子で楽しんでできた。材料費、会場費をま

かなうのが大変だった。料理を作っていく中で、簡単な英単語を織り交ぜた。たくさんの笑顔

が見ることができて良かった。 

 

 



◆提案事業の事例紹介◆ 

きらきらセミナー１回目から参加。市民活動のきっかけになった。大きな事業８つを紹介。

鬼ごっこ大作戦、忍者修行大作戦（助成金約３０万円使用）、浴衣の着付け講座、太極拳講座、

高校生パフォーマンスライブ（助成金約４０万円使用）、イクメン・カジダン育成事業（助成金

約３０万円使用）、まちづくり人材発掘事業（助成金約３０万円使用）、ホッキーガイプロジェ

クト（助成金約５０万円使用）。大きなお金がないとできないので助成金を申請して実施。 

～三沢市まちづくり人材発掘事業（三沢市市民提案事業）について～ 

海老名保と木村乃の話を三沢市民に聞かせたいと思い、まちづくりに関する講演会をやろう

と思った。講師料が１人１０万円、交通費５万円、会場使用料、ポスター等たくさんお金がか

かるため、助成金を申請。申請書類を作成し、決められた期日までに広報広聴課に提出。プレ

ゼンを経て採択され、実施できた。まちづくりについての講話の後、第２部でワークショップ

を行った。６つのグループに分かれて、他市町村に自慢したい人、食べ物などを出し合った。

三沢のヒーローをつくるなら？と提案したら、ホッキーガイというヒーローができあがった。

大変有意義な事業であった。そして、完了報告書などを提出して提案事業終了となる。 

自分の想いを大切にしていくと、人と人がつながり、活動がつながっていった。自分が動け

ば、周りがどんどん動いていくことを実感した。最後に、海老名さんが三沢のヒーローを作っ

てくださり、できたてホヤホヤのホッキーガイが実際に登場！みんなで記念撮影。 

 

 

◆講話◆ 

～男女共同参画のまちづくりとは～ 

   

女性が活躍している割に、決定権が

ある場所に女性がいない。避難所を設

営する上でも、女性の意見が大切。 

 



～出会い・つながる 動きだすことを楽しく続けてきた～ 

 

 

～情報交換交流～ネットワークにつながる事例～ 

 

 

～セミナー・ハンサムウーマンの活動紹介～ 

 

 

～コーディネートについて～ 

 

問題意識をもつことが大切。ＰＴＡ 

活動で、様々なことを学んだ。市民活

動を行うときも、いろいろな考えがぶ

つかり合い、ストレスがたまる。しか

し、ストレスをためず、切り替えるこ

とが大切。 

 

セミナー・ハンサムウーマンで

様々な活動を行った。単独でやるの

ではなく、いろいろなつながりを持

ってやることが大切。 

セミナー・ハンサムウーマン発足。 

多くの方を講師に招き、情報交換を行

っている。 

男女共同参画まつりでワークショッ

プを行った際、一般の方から相談があ

った。育児休業を取得し、自分が家事・

育児をしていたが、いざ復職するとな

ると、夫が仕事人間なため、家事・育

児が全て自分任せになりそうで自信が

ない。という内容。それをきっかけに

アピオあおもりでしあわせ❤未来予想

図という講座を開催。 



～講座『しあわせ❤未来予想図』について～ 

 

 

～つながれっとサロンについて～ 

 

 

～つながれっとサロンの活動～ 

 

 

 

 

お母さんたちがこの講座を通して、

悩みの解決につなげていった。そして

第２子、第３子を産む人が増えた。 

倒産した建物を活用するために、官

民協働の運営協議会を設置し、ヒロロ

を運営。つながれっとサロンを開催。 

 

 



～事業収支予算書について～ 

 

 

 

～ヒロロでハロウィン体験～ 

 

 

～男女共同参画ネットワーク・津軽広域について～ 

 

 

予算をたてても、いろんなお金が発

生するので、決算で大きな違いが出て

くる時がある。その時は、随時確認し

て調整する。 

未就学の親子４０組が参加。 

 

 



 

 

～出会い・つながった人たちとのプロジェクト～ 

 

 

～最後に～ 

 

次回はグループにわかれて、実際に進めていくためにはどうしたらいいのかを考える。お金

は必要になるので、助成金を利用して活動していきましょう。自分たちの想い、目的をしっか

りもち、対象を考え、来月までに形になるものを少し考えてきてください。８月４日最後の日

は、予算とプレゼンの練習までいけるといいなと思います。 

 

◆閉会◆ 

◆事務局からの連絡事項◆ 

次回のきらきらセミナーは６月２０日（金）１８時から２０時までで、市民活動ネットワー

クセンターみさわ、大会議室で行います。 

◆最後にアンケート回収◆ 

 

以上、平成２６年５月３０日（金）開催の「第１回まち・きらきらセミナー」の概要報告といたします。 

今年は台湾と交流予定。 

ネットワークをどんどん使いましょ

う。コミュニケーション力がないと継

続しない。情熱を持ち続けることが大

切。活動する際は仲間たちと常に対等、

平等。頭を柔軟にしましょう。出会い

やつながり、動き出すことを楽しく続

けていきましょう。 


